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は じめ に

本報告は、香港にお い て、1978年に施行され

た 9年義務教育に よる教育の 大衆化に応え、

教育選抜 シ ステ ム は どの ような構造的な変化

をして きたの か に っ い て検討 したい 。 分析の

視点と して J ・ロ
ーゼ ンバ ウム の ト

ー
ナ メン

ト型 の 移 動様式の 概念を手掛か りに し て 考察

し て い きたい e

選抜シ ステ ム の 分析は、 R ・ターナ ーの 競争

移動 と庇護移動の 概念 が移動規範の 考察に有

効で あ るが 、 移動規範と実際の 移動様式の 間

に ズ レが生 じる場合が多い 。 トーナ メン ト移

動モ デル に よれ ば、継続的な 選抜シ ス テ ム に

お ける各試合の 結果が一
つ の シ グナル として

勝敗者に 付与 されて 次の 試 合に影響 を及ぼ

す 。 また、 勝利 ＝ 能力とい うシ グナ リン グ効

果が累積し、それに よるラベ リン グの 増幅効

果が働き、選抜を勝ち抜くこ とがで きる 。

香 港 の 教育 シ ス テ ム

現在、中等教育まで の 学校教育は 教育署が統

括 して い る 。 教育体制は 、 小学校が 6年、中

学校が 5 年プ ラス 2年の シ クス ・フ ォ
ーム 、

大学が 3 年 とな っ て い る。 義務教育は 中学 3

年までの 9 年間で あ る。 学校の種類は公立、

私立補助、私立独立に分けるこ とがで きる。

私立補助の 学校は香港の学校の 大多数を占め

て お り、学校の 運 営は教会な どの 民 間組 織に

よるが、運営資金 は政 府か らの 援助 で賄 っ て

い るの で あ る 。 学校 の 数は 、小 学校 が約 700

校、中学校が約500校 、大学が 7 校あ る 。

製造業か ら金融業へ の 産業構造の 再編に よる

高学歴 の 人材要請を背景に し、 9 年の 義務教

育が 1978年に施 行され た 。 それ に よ っ て 、カ

リキ ュ ラムや教員や学校設備が 画
一

化 され、

ク ラス 生徒が同質化とされ る e つ まり、学校

間 の格差 に よる教 育機 会の 不平 等を最小限に

減らすe

’
従 っ て、選抜の 勝 敗 は生徒個人 の 努

力 または能力 に帰 属す るの である 。

選抜シ ス テ ム

従来、 教育事業に 関して 政 府の 役割 は エ リー

ト養成 に あ る。 よ っ て 香 港の 教育体 制は エ

リ
ー ト教育として 特徴づ けられ る。義務教育

が施行 される以 前に 、 香港の 教育選抜シ ス テ

ム は 「中学入学試験」 （11÷）
・ 「中学教育証

書試験 」 （OLevel ）・ 「高等教育証書試験」

（ALeveD の 3 回の 統一試験に よ っ て 構成 さ

れて い た。　「中学入学試験」 は小学校か ら中

学校へ 進学するための 最初の 選抜で あ っ た 。

次は 中学五年を終えた時点で 行われる資格試

験で あ り、その成績に よ っ て シ クス ・フ ォ
ー

ム に進学する。最後は大学入学資格の た めの

A レ ベ ル の 試験 となる。

統
一

試験は、選抜 と排除の 観点におい て 公平

で 客観的で 効率的な方法とい える 。 個人は努

力さえすれば、た とえ成績下位の学校の 出身

で あ っ て も、選抜を勝ち抜くこ とが 可能で あ

る。言わ ば、統
一

試験は個 人 の 能 力に帰属す

る選抜方法 で ある と考え る 。

義務 教育が 施 行 され て か ら、　 「中学入 学試

験」 の 代わ りに 「中学学位分配方法」 と 「初

中成績評核方法」 い う選抜シ ス テ ム を導入 し

た。前者は小学校 卒業生 を中学へ 配分す るシ

ス テム で 、 後者は中学 3 年 、 義務教育が 終了

する ときに、中学 4年へ 進学するた めの 選抜

である 。

考察

まず、　 「中学学位分配方法」 は どの よ うに行

われ るか 見て い くこ とにす る 。 こ の 方法 は統
一

試験 に よらず、評価 の 規準が主に 学 内の 成

績に基づ くの で あ る 。 成績は 5年下半期 と 6

年の 全学年の 期末試験か ら構成 され る。生徒

全員は成績順で 配列されて い く。 しか し 、 学

校 ご とに評 価方法や規準が 一
様 で はな い の

で 、 こ の まま学校間の 成績 の 比較が で きな

い 。 学校間の評価の格差 を是正するた め 、生

徒全員は統
一

の 学力試験を受けなけれ ばな ら
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ない e これは学科試験で はな く、
t 生徒の 学力

を測定する もの で あり、い わ ば IQ テス トの

よ うな もの で ある。 同 じ学校の 生徒全員の 成

績を総合して 、同じ学区内に あ る小学校 に 成

績順位 を付ける 。 例 えば、A 校 とE 校の 学 力

試験に お ける総合成績が 同 じで あれ ば、両校

の 学内成績の 評価尺度が 同 じであ る と見な さ

れ る 。 それ ゆ え、学力試験の 成績 は生徒個 人

の みで な く、所属 学校の 順番 づ けに影響 を与

えるの で ある 。 そ して 、 同じ学区 内の 生徒 を

成績順で 5 つ の カテ ゴ リーに均等に （20％ず

つ ）振 り分 け る 。 カテ ゴ リー 1は成績が最も

優秀で 、カテゴ リ
ー 5 は 成績が最 も下位にあ

る 。 カテ ゴ リー 1の 生徒は 優先的に希望の 中

学校を選択する こ とが で き、最 も下位にい る

カテ ゴ リー 5 の 生徒は上 の 4 つ の カテ ゴ リー

の 生徒が選択 して 残 っ た中学校を選ばざるを

得なくなる。 こ の 配置方法の 利点 は統 一試験

に よる 生徒へ の 圧 力を減 らし、学内の成績で

よ り正 確な評価を下す こ とが で きる 。 その 反

，面、教師の 主観的な判断によ っ て 評価の 不公

平さが 表れる こ とがある 。 学力試験は生 徒の

学科知識をテ ス トするの で な く、 学力を測定

する もの で あ り、言わ ば、生徒の 将来にお け

る学習の 潜 在能 力を予測す る意味が 含 まれ

る。 それに よるラベ リン グの 効果が大きい。

競争試験は生徒 にかか る圧 力が重 い が、個人

の 努力によ っ て 成功する こ とが 可能で あ る 。

こ
ー
の カテゴ リ

ー
化 に対し、現行の 配置方法 は

学力試験で 、個人の 成績だけで なく、 ほか の

同級生 全員の 成績が良 くなければ、上位の カ

テゴ リーに登 る こ とがで きない 。つ ま り、上

位の カテ ゴ リー
に 入ろ うとすれ ば 、 優秀な学

生が 集ま りそ うな小 学校に入 る こ とが先決条

件 とな っ て くる。従 っ て 、学校効果は
一

層に

強 まる こ とに なる。

以上 の 配置方 法で 小学 卒業生は それ ぞれ成績

の 点数を与えられ、カテ ゴ リー順 で 中学校へ

入学す る 、 しか し 、　 「中学学位分配方法 」 に

お ける成績の 効用 は それ以 降、な くなるわ け

で はない 。 この 成績は 中学 3 年にお ける 「初

中成績評核方法」 に対 しても影響を与える。

「初中成績評核方法」 は
一

部の 申学 3 年生を

政府の 援助で 中学 4 年に進学させ るための 選

抜方法 であ る。　「中学学位分配方法」 と同じ

く、 選抜の 規準は統
一

試験によ らず、学内の

成績に 基づ くもの で ある 。 中学 4 年へ の 進学

率は学校 に よ っ て異な る 。 進学率は基 本的に

生徒 の 3 年前に取得 した 「中学 学位分配方

法 」 の 成績に よ っ て決め られ る。簡単に言 え

ば、　「中学学位分配方 法」 に おい て 上位の カ

テ ゴ リーの 成績を取 る生徒が多 くい れ ば い る

ほ ど 、 中学 4年 へ の 進学率が高 くなるの であ

る 。 例えば、現在の 中学 4年は 中学3年の生

徒の 6 割 しか吸収で きなけれ ば、カテ ゴ リ
ー

3 以上の 生徒を多く集めれ ば集めるほ ど．進

学率が 高くな るの であ る。従 っ て、ある学校

に カ テ ゴ リ
ー 3 以上の 生 徒が半数以 上い れ

ば 、 進学率は 50％以上 となるわけで ある 。 し

か し、 こ の 進学率は生徒個人に 帰属する もの

で はな い 。 言い 換える と、カテ ゴ リー 1の 成

績を取 っ た生徒は 3年後に必ず 中学 4 年に 進

学で きる保証 はない 。 例え ば、 こ の 学生 が50

％の 進学率の 中学校に入 っ た としよ う。 彼は

中学 3年の ときに、同じ学級上位半数の 成績

を取 らなければ進学で きない 。 つ まり、中学

1年に入 る とき、すで に 3年後の 学級全体の

進学 率がおおむね決ま っ て お り、 今後の 3 年

間に こ の 進学率の枠内で 同級生 と競争す るこ

とになる仕組みで ある。 1993年の 「初中成績

評核方法」 の 結果によれば、 約 2割の 中学校

は最上位の カテ ゴ リ
ー

の生徒を集め られ たた

め 、 進学率が 95％以 上達 した 。 そ れゆ え 、

「初中成績評核方法」 の 選抜か ら免除 され 、

生徒全員が 進学する こ とにな っ た e っ ま り、

初期の 選抜で カテ ゴ リー 1 の 成績を取得すれ

ば、 0 レ ベ ル まで の 進学が保証 される こ とに

なる 。

義務教育の 実施に よっ て 、進学か 就職か とい

うクリティ カ ル な選抜は小学 6 年か ら中学 5

年へ 延 期 し 、 競争移動規範の よ うに教育の 機

会 が よ り開 かれ て い る よ うに 見え る 。 しか

し、初期の 選抜の 結果が その 生徒の能力の シ

グナル として そ れ以降の 選抜の 評価の
一

部 と

な り、事実上、選抜が依然 として早期に行わ

れ る こ とになる。

一 131一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


